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【１．目的】 　
　この報告の目的は、進化社会学におけるエージェンシーと構造の関係について類型化し、比較検討することを目的
としている。進化社会学の領域では、近年の生命科学を参照しているにもかかわらず、エージェンシーと構造ないし
ミクロとマクロの関係について、さまざまな類型が確認されはじめている。そこで、この分野における主要論者の研
究を紹介し、それを社会理論的に類型化することにより、比較検討する。 

 【２．方法】 　
　進化社会学におけるエージェンシー ‐ 構造問題の事例として、ジョナサン・ターナーとマウリツィオ・メローニ
の研究をとりあげる。双方を類型化する社会理論として、アンソニー・ギデンズの構造化理論（構造の二重性）とマー
ガレット・アーチャーの形態生成論（分析的二元論）をもちいる。  

【３．結果】 　
　ターナーは、人類進化を「個体主義的で自由なヒト」と「拘束をもたらす檻としての社会」という二元論で説明し
た。アーチャーも自由と拘束という二元論からホモ・サピエンスとしての存在を理論に措定している。ターナーの理
論構成とアーチャーの分析的二元論は前提を共有していることから、双方は親和的であるとみられる。他方、メロー
ニは、ヒトを「向‐社会的存在」として把握し、ニッチ構築理論などに言及する。ニッチ構築理論は、「自然環境によっ
て選択された生物の行動」と「生物の行動がもたらすニッチ構築によって変更された自然環境の選択圧」という双方
向的かつ循環的な枠組みをもつ。これはギデンズの構造の二重性と前提を共有しており、構造化理論と親和的である。
また、バイオソーシャル領域における構造化理論の応用研究では、分析的二元論が事実上もちこまれたかたちになる
事例も確認された。 　 

【４．結論】 　
　進化社会学の領域では、従来対立していると考えられていた構造の二重性と分析的二元論が、分析対象や目的によっ
て使い分けられ、あるいは共存している状況にあることがわかった。ミクロとマクロの関係において、前者は同時生
起的であり、後者は分離継起的である。前者は、エージェンシーの生活習慣がもたらす環境の形成と変容やエピジェ
ネティック変異などに応用されている。後者は、人類史的な社会変動やエピジェネティック変異の世代的継承に応用
されている。バイオソーシャル領域における応用によって理論的前提が変更されたため、双方の理論の相違点よりも
むしろ類似性が浮上している状況にあると考えられる。  
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